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～ライナ－スリップとドロップレッツ現象～

検定成績表を開いてみてください。体細胞数の高い牛は、乳房炎が疑われま

す。乳房炎はいろいろなことが要因となりますが、ここでは、搾乳機器のメン

テナンスについて紹介します。

１ ライナ－スリップ

ティートカップがずり下がって空気を吸ってしまう現象をライナースリップ

といいます。ライナーとはティ－トカップ内側で陰圧により乳頭を締め付けた

り、開いたりするゴムのことです。このゴムが滑って（スリップ）下がってし

まい「ズズー」という音を出し、ひどいときはミルカーが落下してしてしまい

ます。この「ズズー」という音は空気を吸い込む音です。この空気を吸い込む

ことが大問題です。空気を吸い込むことでミルククローの陰圧を弱めてしまう

のです。ミルククロー内圧力は通常３５～４２ kPaに調整されています。kPa

（キロパスカル）は圧を示す単位で、天気予報でおなじみの hPa（ヘクトパス
カル）と同じものです。１ kPa＝１０ hPa です。余談ですが、ミルカーの陰圧
を気象に例えると、約１０個分の台風に相当するものです。ミルカーの中は、

大変に過酷でスーパー台風が吹き荒れているわけです。



２ ドロップレッツ現象

もし、綱引きしていて、ロ－プが突然切れれば綱引きに参加していた人はみ

んなひっくり返ってしまい、とても危険です。これと同じことがミルカーで発

生するのです。真空圧というロ－プで乳頭口から乳汁を引っ張り出していたと

ころ、空気漏れで真空圧というロ－プが切れてしまえば、乳汁はひっくり返っ

て逆流してしまいます。これがドロップレッツ現象です。乳汁が逆流する速度

は時速６０キロにも達するといわれています。猛スピ－ドで乳頭口にぶつかれ

ば、乳頭口を痛めてしまい、そこから、乳房炎を罹患してしまうことは自明の

ことです。

さらに、困った問題も発生します。ミルカーがズレ下がり空気を吸うときに

一緒に乳頭についているバイ菌も吸ってしまうことです。乳房はいくらきれい

に清拭しても環境性ブドウ球菌に代表されるいろいろなバイ菌に汚染されてい

ます。ライナ－スリップしてしまうと、こういったバイ菌を一緒に吸い取って

しまうのです。

３ ライナーゴムの交換

ライナ－が古く劣化すれば、弾力性がなくなりスリップしやすくなります。

また、汚れも付着しやすく、特にひび割れなどがあればまさに細菌の温床とな

ります。ミルカ－自身が乳房炎の原因となってしまいます。

ライナ－ゴムは製品にもよりますが、一般には搾乳回数１５００回または３

カ月で交換とされています。ここで大事なのは、いずれか早い方で交換するこ

とです。ただし、最近、流通しているシリコン製のものなどは、ずっと耐久性

も高いので、詳細はお使いミルカーのメーカーの方に尋ねてください。
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